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１． 目的 

 近年日本では、地球温暖化に伴う大雨の激化が顕

在化し、各地で洪水や土砂災害による甚大な被害が

頻発している。平成 27 年関東・東北豪雨や令和元年

東日本台風では河川の氾濫に伴い家屋の倒壊や田畑

の浸水が起きたことは記憶に新しい¹⁾。水害の被害

を抑える治水政策を行うためには、“災害をもたらす

雨”の特性を把握することが重要である。だが、豪雨

に関する研究は多く行われている²⁾³⁾ものの、“災害

をもたらす雨”の特性(豪雨の時間帯分布)に着目し

た事例は少ない。そこで本研究では、豪雨の時間帯分

布に着目し、「大雨警報が発令されていた時間帯の降

雨」を“豪雨”，「“豪雨”かつ被害が発生している降雨」

を“災害をもたらす雨”として抽出し、その時間帯分

布を調べ、傾向を明らかにした。また、聞き取り調査

より、住民が意識する“豪雨”や“災害をもたらす雨”は

どの時間帯に多いイメージがあるかを明らかにし、

実際の“豪雨”や“災害をもたらす雨”の時間帯分布と

比較分析した。 

２．研究方法 

 本研究では、平成 30 年西日本豪雨、令和 2 年 7 月

豪雨などによる大雨で毎年のように筑後川周辺での

内水氾濫を主として甚大な被害⁴⁾を受けており、豪

雨への対策が喫緊の課題となっている福岡県久留米

市を調査対象とした。 

（１)“災害をもたらす雨”の時間帯分布の解析 

2003 年から 2019 年の期間における福岡管区気象

台の大雨警報データと水害統計調査⁵⁾を用い，「豪雨」

の時間帯分布と「災害をもたらす雨」の時間帯分布を

比較した。 

（２）住民の認識の聞き取り調査 

久留米市の浸水ハザードマップ⁶⁾(図 1)に基づき、

浸水リスクの高い地区にて浸水被害の有無（有色が

被害有）により 6 つの地点(⾧門石 17 件、北野町 26

件、東合川 25 件、梅満町 21 件、宮ノ陣 22 件、小森

野 17 件)を抽出し、聞き取り調査をした。 

３．結果 

(1) “災害をもたらす雨”の時間帯分布 

豪雨及び災害をもたらす雨の分布を図 2 に示す．

豪雨の発生回数は日中 6~18 時に多かった。一方、災

害をもたらす雨の割合が有意に高い時間帯は確認さ

れなかった。その原因として、久留米市では、降水量

が少ない(5mm/h未満)ときも大雨警報が発令され続

けていることがあったことが考えられた。そこで、降

水量が 10mm/h を超過したときを豪雨と再定義（以

後“豪雨２”とする）し解析した（図 3）。“豪雨 2”にお

ける災害をもたらす雨の割合は 3 時、5~8 時、11~12

時、21 時に 50%を超え、特に 3 時と 12 時は有意に

高いことがわかった。 

(2)住民の認識の聞き取り調査 

「雨がよく降る時間帯」という聞き取りでは、被災

ありなしともに“豪雨 2”の時間帯に一致しない“わか

らない”“ない”という回答が最も多かった。次いで 

“豪雨 2”の時間帯に一致する“夜”という回答が多か
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った。また、“豪雨 2”の時間帯に一致する”イベン

トによる”という回答も同程度いた。また、被災経

験のない回答者よりある回答者の方が、”イベント

による”と答えた割合が多く、“豪雨 2”の時間帯に

一致する”朝”と答えた割合が低かった。（図 4） 

４．まとめ 

”夜”、”朝”、”イベントによる”が降雨の時間帯を

適切に捉えていると判断できることを踏まえ、以

下の 2 つの事が考察できる。 

1） 最も多くの回答があった雨が多いと思う時

間帯は“わからない”“ない”であり、多くの住

民は雨の多い時間帯を正しく意識していな

い可能性が推察された。 

2） 被災経験のある回答者はない回答者よりも

“豪雨 2”の時間帯に一致する”朝”と答えた割

合が低かった。これは水害を自身で経験した

ことで、当時の水害の時間帯の記憶に依存し

ていることが推察された。 
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図 1. 久留米市ハザードマップ 

図 2 

図 4 

土木学会東北支部技術研究発表会（令和3年度）


